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むV探射の欝警

矢島英雄

33 

Hideo Y AJIMA: Effects of uv-irradiation to the p削除riorend of centrifuged Chironomus 
samoensis eggs * 

Department of Biolog;九Facultyof Sciences， lbaraki University， Miω， lbaraki 310， Japan 

矢島はユスリカ卵前端を遠心側に遠心した卵の前端を遠心、後30分から90分で殺菌灯マ照射し、遠心分離のみ

より予想される発生型が正常駐 (Nじから双媛若手形 (DA)、双務王寺第 (Dじから逆転Jfi;(IE)へと変更され

ることを報告した (Yajima，1985)。この紫外線の影響は蛍光灯のうもで光回復しないことが分かつた。一方、途

心120分以後のuv照射ではDCの出現が多く認められ、この効果は光回復し、総巣はDAやIEが多く見られ
るという前期照射の結果に近づくことが鳴らかになった。今回の報告ーではとシモンユスリカ卵害者織を遠心方向

にして遠心した際の後識を照射した結果について述べる。

卵の遠心分離、紫外線照射の方法はYajima(1憾のの方法によった。 1回の爽験で遠心。s約10011留を照射し、

内50卵を光を遮蔽した容器に入れ、残りを蛍光灯 (10WFL: NationaI)下に24時間以上おき、 uv障害の光間
後の有無を調べた。

際を 2緩綴ぬから4葱綴ぬの特務にかけてiit心し、卵後裁を遼，(.、後30-部分にかけて緩ま量3，000JJ詰12でs分
問照射すると (Fig.lA)，遠心対照区で約おおだったDCが47%へと増加し、光活復処還で鈴32話へと滅少した。

このDCの増減に見合ったNLの滅;増が見られた。遠心、後120分以後のj照射ではひCの出現頻度は約63%に主主し

た。この場合も光回復処理により、その頻度は約52%にまで減少した。また対照区でDAの出現頻度が約30%だっ

たものの (Fig.1B) 遠心後30~90分にかけての uv照射ではDAは20%近くに減少し、かわりにDC(9.1% 

→18.1%)やIE{2.1%→ 12.0%)の増加が見られた。さらに、 120分以後の照射ではDCは37.0%に場却し、

DA は14.1%に減少した。これらのuv重聖書は光路復した5
以上の結来、をY韮jima(1985)の前方遠心十議;料電車すの結果とよと較してみると、この場合iま卒期照射と後期照

射では発生給手誌に差が見られ、さらに光回復は後期照射の障害にしか見られなかったのに対し、今回の前方遠

心十後方照射の場合は前期照射と後期照射では共にDCを多く践するというように発生結果に共通性が見られ、

ただ後期照射のほうがDCの綴疫が大きかっただけである。

前方遠心+前方照射の場合、吉宮鶏照射と後期燃射の跨で結果に主義が生じる原俊として、ユスリカ卵を遠心分

離により遠心事界中央部に主主じた透明細経費層が前期照射の場合は遠心議織の卵焚殺獲に守られ被爆しないのに

対し、後期照射の場合はこの透明綴慈賞が複j議するのでこの部分が卵黄麿と共に照射されることが考えられた

(Yajima， 1985)。
ところでよLスリカ卵をその長総方向に遠心分離すると遠心側から卵黄層、透明細胞質腐、街紡球層が長執の

ま重さの比で2:2:1の割合に生じる。したがって、透明縮施賓が後j還する持、遠心織に戻る場合と求心f憾に戻る

場合とでは距離の短い脂肪球爆のある求心端に透する時間の1Jが綬くなると考えられる。ゆえに脂肪層側から

照射する後方照射の場合は遠心後早くから透明織胞質がuvに被爆することが考えられる。このことカ清5方途
心÷害者方残寄せとの間十こ結桑のま援を生じたのかどうかを検証するために、後方遠心した卵を後方照射したり (Fig恥

lC)、前方照射したりして (Fig.10)、透碗締胞繁是警の卵裁からの!i!e毒症を変えるきミ験を行った。

著書を後方遠心十後方照射した場合、言言鶏熊去すではほとんど非熊射対照区との衡に結果に差が見られず、後恕

照射を行った場合に初めて約20%以上のDCの出現を見た (Fig.lC)。この結祭は予想通り前勝照射では透明

細胞質が卵後織に生じた卵裁!穏にuvから守られたためと考えられた。しかしながら前期照射でなぜ対照区と
の潤に発生結果に差が生じなかったのかの原図は分からない。

ホ Abstr昌ctof paper read at the 29th A諮問alMeeting of Arthropod鵠 EmbryologicalSociety of Japan， June 

4-5， 1993 (Rokko， Kobe)‘ 
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Fig昼 1Effects of direction of centrifugation and of uv-irradiation. Control: the resu1ts of control 

eggs centrifuged at 2， 600 g for 5 min at the two or foちrpole cell stage‘30' and 120': the 

stages at uv-irradiation with a fluence of 3，000 J 1m2 (A心)or 3，333 J 1m2 (D) 
showing iぉminutesafter the centrifug昌tion.D and L indic喜tecultures in the dark， with 

the eggs being kept in a lightproof box， and in the light， setting at 5 cm below a fluores-

cent lamp (10W FL: National) ov巴r24 h， respectively. Ant.Cent.: anterior centrifugation. 

Post. Cent.: posterior ωntrifugation， Ant.UV: anterior uv・-irradiation，Post.UV : posteriOl 

uトirradiation_No. of treated eggs per column = 250-500. DA: double abdomen， DC 

double cephalon， IE: inverted embryo， NL: normal larva， OT: other types， including de. 

fective embryos and asymmetrical double malformation. 

さらに透明細胞質庖の照射側への復帰が速いと予想される後方遠心+前方照射した場合も前期照射と非途心

対照区との街に見られるべき差が生じず、後期照射で、初めてDCの発生率の対熊区からの増加(8.6%→18.9%)

が見られた (Fig.1D)。また前回の実験のように前、期照射で対照区からNL→DA、DC→ IEへと発生結果に

羨が生じることもなかった。また後期照射によって生じるDCのお現頻度も低く、それを起こさせる UV線量

も前回のそれ (3.000J 1m2) よりも高かった (3，333J/m2)。
これらの結果は少なくとも書官留および今留の実験で採F脅した 2，600gX 5 'で草事前主義方向あるいは後端方向;こ
遠心分離した場合に卵の抵抗性に差が生じ、 UVに感受的な標的が卵端に残るかどうかに影響を与える可能性

のあることを示唆する。
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